
弥富相生山線の道路事業廃止及び相生山緑地の計画に関する説明会

（ 世 界 の 「 A I O I Y A M A 」 プ ロ ジ ェ ク ト 説 明 会 ） 

日時：平成３０年１２月１６日（日）  

場所：天白区役所講堂  

－ 次  第 － 

１ 開会のあいさつ 

２ 資料説明 

資料１ 世界の「AIOIYAMA」プロジェクトについて 

   資料２ 入り込み交通対策について 

   資料３ 渋滞対策について 

   資料４ 相生山緑地 基本計画の素案について 

   資料５ 相生山緑地 全体イメージについて 

   資料６ 今後の予定について 

３ 質疑応答 

４ 閉会のあいさつ 



世界の「AIOIYAMA」プロジェクトについて 

（１）市長表明文（H26.12.26 市長年末記者会見配布資料）                                            （２）位置図 

（３）経緯 

資料１ 

平成 26 年 12 月 市長が道路事業廃止などの方針を表明 

平成 30 年 12 月 16 日 説明会 

平成 27 年 3 月   世界の「AIOIYAMA」プロジェクト検討会議を設置し、 

～平成 30 年 12 月 市長構想の具体化の検討に着手（現在までに 12 回開催） 

渋滞対策（資料３参照） 

入り込み交通対策（資料２参照） 

相生山緑地周辺の交通課題への対策 緑地計画の検討 

基本計画の素案 

全体イメージ 

（資料４、５参照） 



入り込み交通対策について

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

入口の明確化 歩道設置 車道幅員の縮小化

（１）目的

近隣住宅地への通過自動車の入り込みに対する、住民の安全

のため交通対策を実施。

（２）連携体制の確立

平成２７年度に地元の方々と山根学区交通対策協議会を設立。

（３）課題の把握

・アンケート調査及び交通状況調査を実施。

・調査結果を基に、山根学区交通対策協議会で意見聴取。

・スピードが出ている箇所などの交通課題を把握。

（４）対策の検討・実施・検証

・課題に対して対策を検討し、平成２８年度より工事を実施。

・対策前後に交通状況調査を実施し、結果を分析して検証。

（５）対策の評価

・入り込み対策実施範囲内の交通量に大きな変化なし。

・ただし、対策箇所において車両のスピードが抑制された。

＜参考＞

・双子池前の交通量

※対策前・後の各データは、１日の朝７時～夕方７時の１２時間の調査結果。

・生活道路の対策実施箇所における時速30km以下の車両の割合

※対策前・後の各データは、１日の朝７時～９時、夕方５時～７時の計４時間の調査結果。

※平成２９年度は調査箇所４箇所、平成３０年度は調査箇所３箇所の合計での割合。

（６）今後の方針

交通状況の経過を見つつ、地元の意見を聞き、必要に応じて

対策を検討。

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

対 策 前 １，３７０台 １，３８８台 １，３００台

対 策 後 １，３８５台 １，３３８台 １，３３５台

平成２９年度 対策箇所 平成３０年度 対策箇所

対 策 前 ２９％ １４％

対 策 後 ４３％ ４１％

【対策箇所・内容】

交差点の明確化
（カラー化）

狭さく設置 交差点ハンプ設置

防護柵設置 狭さく設置

交差点のコンパクト化
交差点付近の明確化
（区画線）

（※）は＜参考＞の

交通量等調査箇所

H30 交差点ハンプ設置(※)

H30 狭さく設置(※)

H30 狭さく設置

H29 防護柵設置(※)

H29 歩道設置(※)

H30 車道幅員の縮小化

双子池(※)
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渋滞対策について

【対策案のイメージ】

（１）目的

円滑な交通を確保するために、相生山緑地周辺で発生している
交通課題に対し、安全面も考慮した渋滞対策を実施。

（２）課題の把握

相生山緑地周辺で交通量調査を実施。

島田交差点、野並交差点付近に、渋滞が発生していることを
確認。

（３）原因の分析

・１回の青信号で通ることができる車の台数より、交差点に

入ってくる車の台数が多いと考えられる。

・島田、野並交差点は隣接する交差点が近く、次の交差点が

青信号になるタイミングの影響が考えられる。

近接している交差点を含めたエリアで交差点改良等が必要。

（４）対策案の検討

（５）今後の方針

関係する地域の方々に、対策案の説明を行い、順次対策を実施。

対策内容 期待される効果

①車線の追加
1回の青信号で通ることができる車が増える

ことで、円滑な通行が可能。

②信号現示の変更
エリア内の信号について、青信号の長さや

赤信号になるタイミングを改善することで、

円滑な通行が可能。

6分26秒

(470m)

6分44秒

(500m)

6分40秒(120m)

5分49秒(310m)

【対策を実施する範囲】

車の流れが良くなるような

信号サイクルに変更

対策前 対策後

３車線 ４車線

資料３



■具体的な方策■

0 100 200     300 400 500(m)

●緑地の環境を守り育てる

●誰もが人や自然とふれあえる

●地域の防災性を高める

■基本的な考え方■

…長期未整備公園緑地の都市計画の見直しの方針と整備プログラム（第2次）

において都市計画の削除を検討する区域

相生山緑地 基本計画の素案について

人と自然が共生する相生山の森

障害の有無に関わらず、誰もが人や自然、農とふれあい、
楽しむことができる、相生山緑地の拠点となる場所

【スポーツ広場】
多様な年代の人がスポーツ、健康づくり、
リハビリ活動等をすることができる場所

【芝生広場】
大きな広場で様々な行事やレクリエー
ション等を楽しむことができる場所

【背伸ばしベンチ】 【ぶら下がり】

【ふれあいの丘】

園路案の考え方について

鳴子北駅

【園芸療法】 【自然や農とのふれあい】 【ﾕﾆﾊﾞー ｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ遊具】

・建設済の道路部分を活用して、ふれあいの丘

へのアクセスを確保する

・未着手区間は、従前の弥富相生山線の計画位置

には整備しないものとする

【災害対応型トイレ】 【災害対応型パーゴラ】

花と緑で人を癒し、

心と身体、社会生活

における健康を回復

する

【デイキャンプ場】
緑につつまれた広場で
キャンプ等の野外活動を
楽しむことができる場所

様々な人、自然、農と

出会い、交流すること

で共生の心を育む

障害の有無に関わらず、

全ての子ども達が一緒

に遊び、交流する

●緑地環境の保全

●ユニバーサルデザインへの配慮

●災害時にも利用できる施設整備

下山畑口

相生口

災害時にも利用できる施設整備

今後、この素案をもとに、市民の皆様と意見交換しながら基本計画を作り上げていきます。

・心と身体のバリアフリーを実現する場

・人や自然、農とのふれあいを体験する場

資料４



<凡例>
：動線イメージ

：検討区域

【ふれあいの丘・プロムナードエリア】

建設済み道路部分を公園施設として
活用するエリア
（見晴しデッキ、ふれあいの丘等）

6.下山畑口

【スポーツ広場エリア】

【野外活動エリア】

【自然保護ゾーン】
自然保護のため、不要な樹林地への
立入を防止するゾーン

【自然ふれあいゾーン】
樹林地を保全しながら、自然観察、
環境教育、森づくり等の活動を行う
ゾーン
(環境学習テラス、森のアスレチック等)

【地域交流ゾーン】
全ての子ども達が安心して遊ぶこ
とができるゾーン
（子どもの遊び場等）

【野外活動エリア】

…長期未整備公園緑地の都市計画の見直しの方針と整備プログラム（第2次）

において都市計画の削除を検討する区域

0 100 200     300 400 500(m)

現在の都市計画区域

平成27年11月撮影

下山畑口

相生口

【農業体験ゾーン】
誰もが野菜や草花の栽培を楽しむ
ことができるゾーン
（小規模な体験農園等）

【斜面緑地ゾーン】
現況斜面の緑地を保全するゾーン

緑地の環境に極力影響を与えない計画を目指し、ゾーン区分や拠点エリアの設定、施設配置等を検討します

相生山緑地 全体イメージについて 資料５



今後の予定について 

平成 31 年 1 月～ 

意見交換会（入り込み交通対策、渋滞対策、緑地基本計画の素案等） 

■グループごとに開催  ■繰り返し実施 

※ユニバーサルデザインに関係する団体とも並行して意見交換を実施 

都市計画変更の手続き 

都市計画（道路廃止・緑地追加）変更素案の作成 

都市計画変更素案の説明会の実施・案の縦覧 

都市計画審議会への付議・審議 

道路の都市計画廃止 

緑地の都市計画変更 

世界の「AIOIYAMA」計画の実現 

平成 30 年 12 月 16 日 説明会 

■H26.12～H30.12 までの検討内容を説明 

■アンケート（別紙）にて意見交換したいテーマを集約 

資料６ 

意見を反映した修正案の作成 


